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歌
を
口
ず
さ
み
た
く
な
る
よ
う

な
好
天
。
で
も
、
真
夏
の
こ
と
と

て
暑
い
。
い
よ
い
よ
第
14
回
新
地

町
民
号
の
出
発
日
で
す
。

28
日
、
朝
７
時
50
分
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
で
の
出
発

式
。
町
長
さ
ん
、
助
役
さ
ん
の
ご

あ
い
さ
つ
、
町
長
さ
ん
外
４
名
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
出
発
。

総
勢
99
名
は
、
仙
台
空
港
か
ら
機

内
の
人
と
な
り
ま
し
た
。
11
時
50

分
、
新
千
歳
空
港
に
到
着
。「
ウ

ワ
ー
広
い
、
さ
す
が
に
北
の
大
地
」

「
風
は
さ
わ
や
か
、
気
持
ち
い
い

ね
」
の
声
、
声
。
な
お
さ
わ
や
か

な
ガ
イ
ド
さ
ん
と
運
転
手
さ
ん
に

迎
え
ら
れ
３
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
、

北
海
道
に
第
一
歩
を
標
し
ま
し

た
。
昼
食
後
に
は
、
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
有
珠
山
噴
火
の
現
場
に
向

か
い
ま
し
た
。
噴
火
当
時
の
様
子

は
虻
田
町
の
火
山
科
学
館
で
つ
ぶ

さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

西
山
火
口
を
見
学
し
て
自
然
の
恐

ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

初
日
の
宿
泊
は
洞
爺
湖
温
泉
。

温
泉
街
は
、
有
珠
山
噴
火
に
よ
り

土
石
流
災
害
な
ど
に
遭
い
、
経
営

困
難
と
思
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

今
は
す
っ
か
り
活
気
を
取
り
戻
し

て
い
ま
し
た
。
午
後
８
時
45
分
か

ら
は
洞
爺
湖
ロ
ン
グ
ラ
ン
花
火
大

会
。
な
ん
と
４
月
末
か
ら
10
月
31

日
ま
で
毎
夜
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
初
日
の
懇
親
会
に
は
、
伊

達
市
の
菊
谷
市
長
さ
ん
や
井
澤
市

議
会
議
長
さ
ん
に
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
に
ぎ
や
か
な
宴
会
と
な
り
ま

し
た
。

29
日
、旅
の
二
日
目
、伊
達
市
表

敬
訪
問
。
だ
て
歴
史
の
杜
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
表
敬
訪
問
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
伊

達
市
開
拓
記
念
館
、
黎
明
観
、
迎

賓
館
と
続
け
て
見
学
し
ま
し
た
。

伊
達
市
に
は
明
治
３
年
か
ら
仙

台
藩
一
門
の
亘
理
領
主
伊
達
邦
茂

主
従
の
士
族
２，
８
０
０
余
名
に

よ
る
集
団
移
住
が
９
回
に
わ
た
り

行
わ
れ
開
拓
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

私
塾
を
開
き
教
育
を
行
い
、
官
立

の
病
院
を
設
置
し
ま
し
た
。
産
業

の
面
で
は
、
我
が
国
初
の
官
営
製

糖
所
の
設
立
や
製
藍
所
の
設
置
な

ど
多
面
に
わ
た
っ
て
努
力
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。
今
も
伊
達
市
は

藍
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
全
国
の
藍
の
生
産
量
の
ほ
ぼ
半

分
を
生
産
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

た
ゆ
ま
ず
連
綿
と
続
け
た
努
力
に

は
尊
敬
の
念
さ
え
覚
え
ま
し
た
。

次
に
、
昭
和
新
山
を
バ
ッ
ク
に

記
念
写
真
を
撮
り
、
函
館
湯
の
川

温
泉
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
、

車
窓
か
ら
の
景
色
は
実
に
す
ば
ら

し
く
、
駒
ヶ
岳
が
見
え
て
き
た
時

は
、
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
な
形
を

し
て
い
る
の
で
ほ
ん
と
う
に
感
動

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

湯
の
川
温
泉
で
は
、
午
後
５
時

30
分
に
夕
食
、
午
後
８
時
に
函
館

夜
景
鑑
賞
の
た
め
バ
ス
で
出
発
。

山
頂
に
立
つ
と
「
ウ
ワ
ー
や
っ
ぱ

り
き
れ
い
！
」「
ほ
ん
と
う
に
百
万

ド
ル
の
夜
景
だ
ね
」。
み
ん
な
で
感

動
、
感
動
。

30
日
、
最
後
の
日
。
見
学
先
は

ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
。
明
治
31

年
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
た

修
道
女
８
名
に
よ
っ
て
創
立
さ

れ
、
世
俗
の
波
を
く
い
止
め
る
た

め
の
周
囲
５
キ
ロ
の
高
い
囲
壁
に

守
ら
れ
な
が
ら
起
床
は
午
前
３

時
、
祈
り
と
労
働
と
聖
な
る
読
書

を
基
本
と
し
た
静
か
な
共
同
生
活

が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
五
稜
郭
公
園
の
見
学
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
城
と
し
て
８
年

の
歳
月
を
か
け
て
造
ら
れ
た
城
。

徳
川
幕
府
の
奉
行
所
を
守
る
た
め

に
造
ら
れ
た
城
で
し
た
が
、
明
治

２
年
の
日
本
最
後
の
内
戦
、
箱
館

戦
争
の
舞
台
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
は
、
桜
や
赤
松
な
ど
が
植

え
ら
れ
て
お
り
市
民
の
憩
い
の
場

所
で
す
。
な
お
、
北
海
道
で
は
赤

松
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
は
大
変

貴
重
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

昼
食
後
、
函
館
駅
集
合
。「
あ

ら
ー
、
函
館
駅
っ
て
ど
こ
？
」
全

国
的
に
歴
史
に
名
の
通
っ
た
わ
り

に
は
小
さ
い
駅
な
の
で
び
っ
く
り
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
は
つ
か
り
22
号

の
人
と
な
り
無
事
青
函
ト
ン
ネ
ル

通
過
、
車
中
は
た
だ
ゴ
ー
ゴ
ー
の

音
ば
か
り
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て

安
堵
。
そ
の
後
仙
台
ま
で
は
夢
の

中
。
安
心
と
旅
で
の
感
動
、
ち
ょ

っ
と
寂
し
さ
も
入
り
交
じ
っ
て
な

ん
と
な
く
落
ち
着
か
な
い
わ
が
家

で
の
一
夜
で
し
た
。

大
変
楽
し
い
３
日
間
の
旅
で
し

た
が
、
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
町

職
員
の
方
々
の
ご
苦
労
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
号
が
今
後
も
私
た
ち
町
民
の

た
く
さ
ん
の
夢
を
乗
せ
て
走
り
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

�
門
馬
キ
ヌ
子
さ
ん

▲ 函館の夜景（左）と五稜郭（右）

▲ 親睦を深めた懇親会 ▲ 懇親会の締めは全員での相馬盆踊り ▲ 伊達市の菊谷市長も駆けつけた初日の懇親会

▲ 現在も噴気が上がっている西山火口 ▲ 噴火によって隆起した道路 ▲ 虻田町火山科学館を見学

▲ トラピスチヌ修道院を見学 ▲ 第１回町民の翼「マロニエの会」が伊達市
へ寄贈した柿の木

▲ 広さ1７haの「だて歴史の杜」
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▲ 東北放送の「わが町ドまん中」の公開
生放送。司会の佐々木眞奈美さん
（右）と副実行委員長の村上哲夫さ
ん（左）

▲ 婦人会によるステージイベント

▲ ウズベキスタンの留学生も新地の海を満喫

▲▼ イベントを盛り上げてくれた
歌手の藤原彩代さん（上）と
演歌舞踊みちのく会の皆さん

▲ 恒例のホッキ狩り

▲▼ 熱戦をくりひろげたビーチバレーボール（上）と

ビーチサッカー（下）

▲ 大漁旗を掲げ勇壮に漁船パレード

▲ 町民の翼「ひまわり会」が４日の早朝、海岸を清掃▲ 好評のフリーマーケット
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町長選挙開票結果

３,４１０票　　加藤憲郎氏
（無所属）

３,０１１票　　松谷昭寿氏
（無所属）

７,０２７人
（男３,３５８人、女３,６６９人）
６,４６１人
（男３,０５４人、女３,４０７人）
９１．９５％

（男９０.９５％、女９２.８６％）

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
８
月

27
日
に
告
示
さ
れ
、
欠
員
１
人
に

対
し
て
森
一
馬
氏
が
立
候
補
、
無

投
票
で
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
９
月
１
日
か
ら
平
成
15

年
４
月
29
日
ま
で
で
す
。

①病院等の窓口で支払う一部負担金額が年齢によって変わります。

※新地町では０～６
歳の就学前の児童に
ついては、国保が医
療費の10割を負担し
ます。（入院時食事代
は除く）

※70～7５歳未満ですでに老人保健
受給者（昭和７年９月30日以前
生まれ）の方は、そのまま老人保
健受給者となります。
※70～75歳未満の国保被保険者の
方には保険証のほかに「高齢受
給者証」を交付いたします。
②高額療養費の自己負担額は右図
のように変わります。
③老人保健の受給対象年齢の引き
上げに伴い、退職医療制度の対
象年齢が70歳未満から75歳未満
まで引き上げになります。

①老人保健で医療を受ける対象年齢が70
歳以上から75歳以上に変わります。
・10月１日までに老人保健受給者になる
方（昭和７年９月30日以前生まれの方）
は、引き続き老人保健で医療の給付を
受けられます。
・昭和７年10月１日以降生まれの方は、
75歳になるまで引き続き現在加入して
いる医療保険で医療の給付を受けます。
（給付の内容は老人保健と同じです）
②老人保健の一部負担金がすべて定率１
割（または２割）になります。また、１
ヵ月の自己負担限度額が右図のように
変わります。

新
地
町
長
選
挙

０～70歳未満
３割

（退職被保険者の場合
本人・家族入院は２割）

70歳以上（老人保健受給者）

平成14年９月30日まで

｝⇒

当



毎年恒例となっている新地朝市出
店者会主催の「しんち盆市」が８月
12日の夕方、農村環境改善センター

前駐車場で開かれました。
会場には15店が出店し、花や線香、ろうそくなど

のお盆用品や、野菜、青果、鮮魚、日用品などがずら
りと並び、町民をはじめ、帰省中の家族連れなど多
くの方で賑わいました。

町では、各種スポーツ大会出場の選手やチームに激励金
を贈りました。（敬称略①種目②大会名）
・新地高校野球部（①軟式野球②南東北３県大会）
・阿部友幸（相馬高校３年、①バレーボール②インターハ
イ、東北総合体育大会）
・土生健史（原町高校３年、①陸上3000ｍ障害②インターハイ）
・寺島　亨（小高工業高校２年、陸上5000ｍ競歩②インター
ハイ、東北総合体育大会）

・目黒大志（福田小２年、①空手②全日本少年少女空手道選手権大会）
・布施美咲（福田小５年、①空手②全日本少年少女空手道選手権大会）
・荒　　司（トキワ自動車工業）①空手コーチ②全日本少年少女空手道選手権大会）
・尚英ガッツＪＶＣ（①バレーボール②福島県総合体育大会スポーツ少年団大会）
・尚英中女子柔道部（①柔道②全国・東北中学校柔道大会）
・荒　秀和（尚英中３年、①柔道②東北中学校柔道大会）
・志藤雅一（尚英中３年、①柔道②東北中学校柔道大会）
・吉田明弘（尚英中３年、①柔道②東北中学校柔道大会）
・寺島政智（尚英中３年、①柔道②東北中学校柔道大会）
・高井陸雄（尚英中３年、①柔道②東北中学校柔道大会）
・石田奈々（尚英中３年、①柔道②全国・東北中学校柔道大会）
・鈴木優子（尚英中３年、①柔道②東北中学校柔道大会）
・尚英中男子バレーボール部（①バレーボール②東北中学校バレーボール大会）
・鈴木翔太（駒ヶ嶺小２年、①卓球②グランプリカップ全日本卓球選手権大会）
・荒　祐和（相馬高校３年、①サッカー②東北総合体育大会）
・寺島一宏（新地町役場、①ソフトボール②東北総合体育大会）

Ｈ１４.９.５. ��　Ｈ１４.９.５.

TThhee  PPhhoottoo  SSccrraammbbllee 町 の 話 題

北海道伊達市、亘理町、山元町、柴田
町、新地町の伊達開拓に係る関係５市町
で開催する「ふるさと従兄弟（いーとこ）
スポーツ祭」が８月10、11日北海道伊達
市を会場に野球、剣道、バスケットボール
の３競技が開催されました。
新地町からは、野球の新地ファイター
ズが参戦し、第３位に入る健闘を見せ、
スポーツを通じて交流を深めました。

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

激
励
金

ス
ポ
ー
ツ
交
流

毎年恒例の特別養護老人
ホーム新地ホーム「夏まつ
り」が８月21日、同ホーム

のホールで行われました。
会場にはステージをはじめ提灯飾りや焼きそば、

焼き鳥、かき氷などの屋台がならべられ、入所者
や家族の皆さんが一緒にカラオケ交流会や盆踊り、
新地ハーモニカクラブのハーモニカ演奏、職員の
アトラクションなどを楽しみました。

盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市盆市

夏祭り町道に張り出している立木の伐採や道路
脇の雑草の除草、投げ捨てられた空き缶な
どを拾い、道路を見通しよく安全に通行し
てもらおうと、町建設業組合（角田義正組
合長・９社）では８月７日、町道南狼沢中
丁線などで伐採・除草作業を行いました。
この奉仕作業は、８月の道路愛護月間に
ちなんで毎年行われているもので、高所作

業車や草
刈機、チ
ェンソー
を使って
伐採・除
草しまし
た。

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

道
路
愛
護

お
年
寄
り
を
敬
い
、
長
寿
を

祝
う
「
平
成
14
年
度
町
敬
老
会
」

を
９
月
15
日
の
敬
老
の
日
に
町

総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

今
年
の
招
待
者
は
、
65
歳
以

上
の
男
女
２，
１
７
６
人
で
す
。

式
で
は
、
80
歳
以
上
の
方
に

賀
寿
贈
呈
、88
歳
、90
歳
の
方
に

長
寿
杯
贈
呈
、
結
婚
50
周
年
を

迎
え
る
夫
婦
に
金
婚
夫
婦
表
彰

な
ど
を
行
い
長
寿
を
祝
い
ま
す
。

ま
た
、式
終
了
後
は
婦
人
会

に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど
楽
し
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
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は休館日

天
下
を
取
れ
る
ほ
ど
の
器
量
と

才
覚
が
あ
り
な
が
ら
、
天
性
の
無

欲
さ
ゆ
え
に
上
杉
家
の
家
老
で
終

わ
っ
た
直
江
兼
続
。
誇
り
高
き
男

た
ち
と
、
そ
の
妻
の
生
き
残
り
を

賭
け
た
戦
い
を
描
く
。

●
一
般
書

●
児
童
書

「
乳
児
保
育
の
一
日
」

14
日
�

各
保
育
所

19
日
�

浜
保
育
所

20
日
�

新
地
保
育
所

福
田
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

25
日
�
〜
26
日
�

新
地
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

ど
ん
な
人
の
心
も
な
ご
ま
せ
て
し

ま
う
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
や
表
情
、
あ

き
ず
に
眺
め
て
思
わ
ず
語
り
か
け
た

く
な
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
０
歳
児

ク
ラ
ス
の
一
日
を
紹
介
し
ま
す
。

《
登
所
》

・
お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
や
お
ん
ぶ
さ

れ
て
保
育
所
に
来
ま
す
。

・
就
寝
と
起
床
の
時
間
、
ミ
ル
ク

の
時
間
、
朝
の
体
温
、
家
で
の
様

子
等
を
記
入
し
た
個
別
記
録
表
を

提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

・
記
録
表
や
お
話
を
伺
い
な
が
ら

子
ど
も
の
健
康
状
態
、
機
嫌
な
ど

を
把
握
し
ま
す
。

《
お
や
つ
…
午
前
と
午
後
》

・
月
齢
に
合
わ
せ
絞
っ
た
り
、
す
っ

た
り
し
た
旬
の
果
物
、
お
じ
や
、
お

に
ぎ
り
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
、
乳
児
用

せ
ん
べ
い
、
麦
茶
、
イ
オ
ン
水
等
を

お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。

朝
食
が
一
日
の
リ
ズ
ム

を
つ
く
る

●
ビ
デ
オ

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
ポ
ケ
モ
ン
、

ア
フ
ロ
犬
、
キ
ョ
ロ
ち
ゃ
ん
な
ど

の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
折
り
紙

で
再
現
。
図
解
で
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
あ
る
の
で
か
ん
た
ん
に

折
れ
ま
す
。

・
頑
張
れ
お
父
さ
ん
パ
パ
た
ち
の

子
育
て
奮
闘
記

・
世
界
遺
産
　
時
を
超
え
る
旅

・
蘇
れ
！
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

日
本
テ
レ
ビ
系
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
鉄
腕

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」
の
中
で
、
自
分
た
ち

の
村
を
つ
く
り
地
図
に
の
せ
よ
う

と
い
う
計
画
が
進
行
中
。
土
づ
く

り
、
水
田
づ
く
り
、
日
本
伝
統
家

屋
の
再
生
な
ど
、
開
拓
の
様
子
を

紹
介
す
る
。

図
書
館
へ
行
こ
う

新
着
本
の
ご
案
内

・
風
の
耳
朶

灰
谷
健
次
郎

・
人
生
逃
げ
た
ら
あ
か
ん大

島
修
治

・
発
火
点

新
保
裕
一

●
Ｃ
Ｄ

・Soulful

吉
田
兄
弟

・
五
木
ひ
ろ
し
名
舞
台
主
題
歌
集

・
だ
か
ら
あ
な
た
も
生
き
抜
い
て

大
平
光
代

・
ダ
レ
ン
シ
ャ
ン
５

・
ズ
ッ
コ
ケ
情
報
公
開
マ
ル
秘
フ

ァ
イ
ル

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

こ
の
本
に
は
簡
単
な
手
品
が
い

ろ
い
ろ
書
い
て
あ
り
ま
す
。
絵
で
わ

か
り
や
す
く
て
い
ね
い
に
説
明
し
て

あ
り
、
ぼ
く
は
そ
れ
が
と
て
も
気
に

入
り
ま
し
た
。
む
ず
か
し
い
手
品
に

挑
戦
し
て
成
功
し
た
と
き
は
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
簡
単
な
材
料

で
出
来
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ

い
。

【
紹
介
者
】

目
黒
大
志
く
ん（
福
田
小
２
年
）

私
の
お
す
す
め
の
一
冊

「
て
じ
な
で
だ
ま
し
っ
こ
」

《
午
前
寝
》

・
一
人
ひ
と
り
の
朝
起
き
た
時
間

や
体
調
に
よ
り
、
お
や
つ
の
前
に
眠

る
子
も
い
ま
す
。
１
歳
を
過
ぎ
る
こ

ろ
に
な
る
と
眠
る
こ
と
を
必
要
と
し

な
い
子
も
み
ら
れ
ま
す
。

《
あ
そ
び
・
活
動
》

・
広
い
部
屋
で
興
味
の
あ
る
所
へ

ハ
イ
ハ
イ
や
歩
い
て
行
き
、
好
き
な

遊
び
を
し
ま
す
。

・
手
遊
び
等
を
し
て
保
育
士
と
遊

び
ま
す
。
体
を
揺
ら
し
た
り
「
ア
ー

ア
ー
」
と
声
を
出
し
て
喜
び
ま
す
。

・
一
日
に
一
回
は
、
外
気
に
あ
た

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

・
大
き
い
ク
ラ
ス
の
様
子
を
見
に
行

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

《
離
乳
食
・
授
乳
》

・
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
手
作
り

の
離
乳
食
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

段
々
と
食
べ
方
が
上
手
に
な
っ
て
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

・
ミ
ル
ク
中
心
の
子
は
、
４
〜
５

時
間
お
き
に
状
態
に
応
じ
て
作
り

立
て
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

《
お
む
つ
交
換
》

・
不
機
嫌
な
時
や
眠
る
前
に
交
換

し
ま
す
。
う
ん
ち
の
時
な
ど
は
布
お

む
つ
を
使
っ
て
お
湯
で
き
れ
い
に
拭

き
ま
す
。
市
販
の
お
し
り
拭
き
は
冷

た
い
で
す
よ
ね
。

《
お
昼
寝
》

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
等
の
静
か
な
音
楽
や

子
守
唄
を
聴
き
な
が
ら
、
抱
っ
こ
や

ラ
ッ
ク
で
揺
す
っ
て
あ
げ
る
と
ス
ー

ッ
と
寝
付
く
子
ど
も
た
ち
で
す
。

・
１
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
と
自
分
か
ら

布
団
に
入
っ
て
、
保
育
士
の
添
い

寝
で
眠
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

《
検
温
》

・
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め
、
お

昼
寝
か
ら
起
き
た
子
か
ら
計
り
ま
す
。

《
あ
そ
び
》

・
室
内
で
元
気
に
遊
び
ま
す
。

◎
風
の
強
い
日
に
…

保
育
士
「
風
す
ご
い
ね
」

Ａ
く
ん
「
風
が
お
こ
っ
て
い
る
ん

だ
よ
」

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

み
な
さ
ん
は
、
朝
食
を
毎
日
お

い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
か
？
お
子

さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
？
調
べ
て

み
た
ら
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
食

べ
な
い
子
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

朝
寝
坊
、
食
欲
不
振
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
な
ど
と
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
…
…
。
成
長
期
や
体
の
た
め
に
、

そ
し
て
心
（
脳
）
の
働
き
の
た
め

に
も
朝
食
は
と
て
も
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
起
き
て
い

る
間
の
「
活
動
モ
ー
ド
」
と
寝
て

い
る
間
の
「
休
息
モ
ー
ド
」
の
繰

り
返
し
で
す
。
活
動
モ
ー
ド
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
能
力
を
フ
ル
に

発
揮
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
、

そ
の
間
に
た
ま
っ
た
疲
れ
を
休
息

モ
ー
ド
で
い
や
し
て
、
次
の
日
の

活
動
に
そ
な
え
る
。
本
来
は
こ
う

な
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
す
。
そ

し
て
朝
は
休
息
モ
ー
ド
か
ら
活
動

モ
ー
ド
へ
移
る
大
事
な
時
な
の
で

す
。
こ
の
時
期
に
適
度
な
刺
激
が

与
え
ら
れ
る
と
モ
ー
ド
切
り
替
え

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
す
が
、

９
月
の
読
み
聞
か
せ
会

９
月
22
日
�
午
前
11
時
〜

こ
こ
で
朝
食
が
大
事
な
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
ま
す
。
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
食
事
と
い
う
の
は
な
か

な
か
大
変
な
作
業
で
、
お
箸
や
フ

ォ
ー
ク
で
食
物
を
と
ら
え
て
口
に

運
ぶ
、
口
を
動
か
す
、
飲
み
込
む
、

し
か
も
こ
れ
ら
の
作
業
の
間
、
視

覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚

が
常
に
刺
激
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
身
体
の

動
き
、
感
覚
器
官
へ
の
刺
激
が
ほ

ど
よ
い
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に

な
り
、
脳
と
身
体
を
目
覚
め
さ
せ
、

ス
ム
ー
ズ
に
活
動
モ
ー
ド
へ
と
移

行
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

活
動
モ
ー
ド
に
入
る
と
身
体
の

動
き
が
激
し
く
な
り
、
体
温
も
上

昇
し
て
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
外
界
か
ら
の
情
報
を
受
け
取

る
認
識
力
や
注
意
力
の
レ
ベ
ル
も

急
速
に
上
昇
し
ま
す
。
身
体
も
脳

も
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

は
じ
め
る
の
で
す
。
こ
の
時
に
適

切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
て
や

ら
な
け
れ
ば
、
燃
料
不
足
で
ベ
ス

ト
の
状
態
に
到
達
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

朝
食
は
「
食
欲
が
な
い
か
ら
」

「
時
間
が
な
い
か
ら
」
と
い
っ
て
パ

ス
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
き
ち
ん

と
食
べ
ま
し
ょ
う
。

《
お
帰
り
》

・
お
家
の
人
の
お
迎
え
で
「
ま
た
明

日
！
」
保
育
所
で
の
様
子
等
を
記

入
し
た
個
別
記
録
表
を
持
ち
帰
っ

て
も
ら
い
ま
す
。

誕
生
か
ら
１
歳
半
く
ら
い
ま
で

の
成
長
の
め
ざ
ま
し
さ
は
、
一
生
の

間
で
も
最
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
著
し

い
変
化
を
見
せ
る
時
間
で
す
。
こ
ん

な
乳
児
の
姿
に
、
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
感
動
と
喜
び
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。

▲ 楽しかった夏まつり
（上：福田保育所、下左：浜保育所、下右：駒ヶ嶺保育所）
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ふれ
あいと

創造のまち

� 役場

（子供） （親） （地区）
匠
しょう

馬
ま

佐藤功慈・ゆかり 小　川

千
ち

歳
とせ

渡部邦和・なおみ 城　内

亮
りょう

介
すけ

濱野仁己・晴　美 大戸浜

遥
はるか

佐々木健二・昌子 高　田

脩
なお

人
と

大和田孝次・由美 藤　崎

大
たい

樹
き

但野都美男・美香 新地町

（死亡者） （年齢） （地区）
田中　　實 ９６歳 小　川
橋本ヨシヱ ９８歳 藤　崎
目黒もよ子 ７０歳 木　崎
岩佐ハルヨ ８１歳 岡

（平成１４年７月２１日～平成１４年８月２０日届出）

水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

国
保
の
保
険
証
（
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
及
び
退
職
被
保

険
者
証
）
が
10
月
か
ら
新
し
く
な

り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
９

月
下
旬
に
郵
送
に
て
交
付
予
定
で

す
。
現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
、

９
月
30
日
で
無
効
と
な
り
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い
保
険
証

は
後
日
回
収
し
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
、
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
、
変

更
が
あ
る
と
き
に
は
、
す
み
や
か

に
「
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」
を
持

っ
て
役
場
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税

◎場所は保健センター

を
滞
納
し
続
け
る
と
、
保
険
証
の

か
わ
り
に
「
資
格
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
病
院
な
ど
で
の
医
療
費

が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な

り
、
あ
と
で
国
保
係
に
申
請
し
て

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
納
期

限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

�・
役
場
健
康
福
祉
課（
�
内
線
27
）

・
役
場
町
民
課
（
�
内
線
25
）

・
故
菊
地
き
く
よ
さ
ん
の
ご
意
志
と
し

て
菊
地
邦
男
さ
ん（
岡
）よ
り
10
万
円

・
故
荒
資
農
夫
さ
ん
の
ご
意
志
と
し
て

荒
勝
裕
さ
ん（
木
崎
）よ
り
10
万
円
／
故

加
藤
虎
夫
さ
ん
の
ご
意
志
と
し
て
千
葉

勢
夫
さ
ん（
新
地
町
）よ
り
10
万
円

町
で
は
次
に
よ
り
「
邦
楽
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

９
月
29
日
�

（
開
場
）
午
後
１
時
〜

（
開
演
）
午
後
１
時
30
分
〜

新
地
公
民
館

濱
須
美
貴
（
箏
）

高
橋
桂
子（
十
七
絃
）

松
崎
晟
山
（
尺
八
）

９
月
は
全
県
一
斉
の
「
農
地
違

反
転
用
防
止
対
策
強
化
月
間
」

で
す
。農
地
の
転
用
に
は
、農
業
委

員
会
を
通
じ
た
申
請
手
続
き
に
よ

り
、県
知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣

の
許
可
が
必
要
で
す
。
無
断
転
用

者
に
は
県
知
事
が
工
事
を
中
止
さ

せ
、
元
の
農
地
に
復
元
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
法
的
な
処
罰
の
対
象

に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
食
料
、
農
業
、
農
村

基
本
法
」
に
基
づ
き
、
優
良
農
地

の
確
保
と
そ
の
有
効
活
用
に
向

け
、
荒
廃
農
地
に
は
農
業
委
員
会

の
指
導
、
町
の
勧
告
、
県
農
業
公

社
に
よ
る
買
い
入
れ
協
議
な
ど
遊

休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
是
正

措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
農
業
委
員
又
は
農
業
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
町
農
業
委
員
会
（
�
内
線
30
）

相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
で

は
、
防
火
管
理
者
と
な
る
た
め
の

講
習
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

10
月
３
日
�
〜
４
日
�

相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
は
ま
な
す
館
）

９
月
20
日
�
ま
で

６，
０
０
０
円

�
消
防
新
地
分
署（
�
�
２
１
１
７
）

（
予
定
曲
目
）
春
の
海
、
さ
ら
し

風
手
事
、
狂
詩
曲
ミ
ュ
ー
ズ
他

�
新
地
公
民
館（
�
�
２
０
８
５
）

９
月
か
ら
ご
み
焼
却
場
が
祝
日

も
開
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の

祝
日
も
燃
え
る
ゴ
ミ
を
収
集
し
ま

す
。
各
地
区
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

曜
日
に
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
14
年
９
月
16
日

�
、
23
日
�
、
10
月
14
日
�
、
11

月
４
日
�
、
12
月
23
日
�
、
平
成

15
年
１
月
13
日
�
、
２
月
11
日

�
、
３
月
21
日
�

�
役
場
町
民
課
（
�
内
線
56
）

平成１４年１０月１日現在で

就業構造基本調査
を実施します

調査の対象となった世帯には、調査員
が伺いますので、ご協力をお願いします。

総務省・福島県

新地発電所わくわくランドでは日ご
ろ、発電所を見学する機会がない方を対
象として「新地発電所わくわくクイズ・
バスツアー」を次のとおり開催します。
� 10月13日�
� わくわくランド内、発電所構
内、５号埠頭
� 発電所に関する簡単なクイズ
を楽しみながら発電所構内、５号埠頭
を見学。参加者にはプレゼントを用意。

【バス運行時間】（約30分）
・１回目　午前10時～
・２回目　午前11時～
・３回目　午後１時～
・４回目　午後２時～
・５回目　午後３時～
� 小学生以上
� 無料
� ９月８日�から電話又
はインフォメーションで受付。

�
新地発電所わくわくランド

（��４７２２）

・
鈴
木
文
雄
さ
ん
、三
橋
進
さ
ん

（
菅
谷
）よ
り
５
万
円
／
小
野
俊
文

さ
ん（
小
川
）よ
り
キ
ュ
ウ
リ
20

㌔
／
小
野
重
雄
さ
ん（
小
川
）よ

り
西
瓜
２
箱
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
５

箱
／
寺
島
吉
美
さ
ん（
釣
師
）よ

り
タ
オ
ル
１
０
０
本
／
飯
土
井
常

雄
さ
ん（
新
林
）よ
り
キ
ュ
ウ
リ
２

箱
、
ト
マ
ト
２
箱
／
舘
岡
智
子
さ

ん
（
中
里
）よ
り
手
織
り
く
ず
入

れ
１
箱
／
佐
藤
長
男
さ
ん（
岡
）

よ
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
16
㌔
／
加
藤
笑

子
さ
ん
（
富
倉
）よ
り
ト
マ
ト
20

袋
／
佐
久
間
保
治
さ
ん（
釣
師
）

よ
り
西
瓜
８
個

・
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
15
人
よ
り

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
／
特
養
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
33
回
75
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら

ん
８
回
15
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回

４
人
／
小
川
老
人
ク
ラ
ブ
１
回
30

人
／
駒
中
老
人
ク
ラ
ブ
１
回
41

人
／
夫
婦
会
４
人
／
相
馬
理
容

組
合
女
性
部
６
人
よ
り
理
髪

今
月
は
、
９
月
28
日
�
午
後
２

時
か
ら
で
す
。問
い
合
わ
せ
は
、町
教

育
委
員
会（
�
�
４
４
７
７
）ま
で
。

わが家の食卓コンクール募集
家庭料理の良さを子どもから大人まで広く知っ
てもらうため、身近な食材で手軽に作れるヘルシ
ーな家庭料理を募集します。

「牛乳・乳製品を使ったヘルシーメニュー」
所定の献立用紙に記入し、保健センターまで。
９月20日�まで
試食審査、優秀作品３点を選出。
優秀作品に選ばれた方は、11月の健康福祉まつりにて表彰します。

町保健センター（��２０９６）

10月13日�
午前９時30分スタート
宮城野ゴルフクラブ
ダブルペリア方式
３,０００円
９月30日�まで
８０名

・大会事務局　西方市郎
（��３０１０）

・新地公民館（��２０８５）
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◆

・牛乳　200㌘ ・酢　100㏄ ・サラダ油　大さじ１
・砂糖　200㌘ ・重曹　20㌘ ・小麦粉　300㌘
・卵　　２コ ・はちみつ 大さじ３～４
●作り方
①ボールに牛乳を入れ、酢を入れてよく混ぜる。
②サラダ油を入れてよく混ぜる。③砂糖を入れてよく混ぜる。
④重曹を入れてよく混ぜる。 ⑤小麦粉を入れてよく混ぜる。
⑥卵を入れてよく混ぜる。 ⑦はちみつを入れてよく混ぜる。
⑧さらしを風呂敷くらいの大きさに縫い合わせ、それを濡らして蒸し
器に敷く。その中に混ぜ合わせた材料を流し込む。
⑨強火で20分、弱火で20分火にかける。
※材料を入れる順番を間違うとふっくらとしないので注意が必要。
また、蒸す前に白ごまやクルミのみじん切りなどをふりかけるといっそう美味しくなります。

昔ながらのおやつです

全国各地で盛んに踊られている「よさこい」。新地町にも各種イベ
ントで活躍している「わが町新地よさこい（斎藤良子代表）」があり
ます。わが町新地よさこいは、昨年結成され、現在会員は３歳から
75歳までの町民60人が参加しています。練習は毎月第１、３水曜日
の夜に農村環境改善センターで行っています。
代表の斎藤良子さんは、「町おこしの一助になればと思い皆さんに
声をかけ活動を始めました。今は11月の町文化祭に向けて練習して
います。将来は、一人でも多く、そして全町民参加でよさこいが踊
れればいいなあと思います。いつでも参加は大歓迎です。」といきい
きと話をしてくれました。皆さんも“よさこい”いかがでしょうか。

サークル紹介

３
人
兄
姉
の
末
っ
子
で
す
。
家
で
は
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
好
き
嫌
い
が
無
く
何
で
も
食
べ
ま
す
。

最
近
の
お
気
に
入
り
は
風
船
と
ハ
エ
た
た
き
。

人
に
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
思
い
や

り
の
あ
る
子
に
な
っ
て
ね
。

お
気
に
入
り
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ぬ
い
ぐ
る

み
で
遊
ぶ
の
が
好
き
で
す
。
２
カ
月
に
な
る
妹

が
い
ま
す
が
、
名
前
は
覚
え
た
け
ど
自
分
の
妹

だ
と
は
ま
だ
分
か
っ
て
な
い
み
た
い
・
・
・
。

素
直
で
優
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ディヴィット先生は、夏休みで旅行中のため、
今月はお休みします。来月号をお楽しみに。

福島県の歴史や文化、祭礼などを訪ねるドキュメ
ンタリー番組「ふくしま探訪（ＴＵＦ、毎月第１土
曜日　午前７時～７時15分）」で、毎年、小川地区で
行われている「あんこ地蔵尊供養祭」が紹介されます。
番組では、あんこ地蔵の由来や行事の様子、盆踊り
などが紹介されますので、皆さん、ぜひご覧ください。

� テレビユー福島（ＴＵＦ）「ふくしま探訪」

� ９月14日� 午前７時～７時15分
（再放送　翌15日�午前６時30分～６時45分）



●人口／9,019人（－16人）
男／4,404人（－06人）
女／4,615人（－10人）

●世帯数／２,491世帯（＋1世帯）
８月１日現在（ ）は前月比

●　国民健康保険税 第3期分

２
０
０
２
年
９
月
５
日

N
o
.

３
７
５

再生紙使用

発
行

編
集

〒979-2792

福
島
県
相
馬
郡
新
地
町
谷
地
小
屋
字
萩
崎
40

新
地
町
・
企
画
振
興
課
（

）

�
０
２
４
４
�
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
４
９

ち

き
ゅう
にやさし

い

Ｈ１４.９.５.�

■
３
年
ぶ
り
に
実
施
し
た
「
町
民
号
」。
91

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
夏
の
北
海
道
で
楽
し

い
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。参
加
し
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

■
今
回
は
、
ふ
る
さ
と
姉
妹
都
市
の
伊
達
市

や
函
館
市
が
中
心
の
旅
で
し
た
が
、
伊
達
市

周
辺
は
有
珠
山
噴
火
の
爪
跡
は
生
々
し
く
、

今
も
噴
気
が
上
が
っ
て
い
る
西
山
火
口
や
噴

火
で
70
ｍ
も
隆
起
し
た
道
路
な
ど
を
見
る
と

自
然
の
驚
異
を
痛
感
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
力
強
く
生
活
し
て
い
る
伊
達
市

の
皆
さ
ん
の
姿
に
は
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

■
伊
達
市
は
今
年
市
制
施
行
30
周
年
の
節
目

の
年
で
、
様
々
な
記
念
事
業
等
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
伊
達
藩
ゆ
か
り
の
５
市
町
で
開
催

し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
い
ー
と
こ
ス
ポ
ー
ツ

祭
」
も
今
年
は
８
月
10
〜
11
日
に
伊
達
市
で

開
か
れ
ま
し
た
。
新
地
町
か
ら
も
野
球
の
部

に
ス
ポ
少
の
新
地
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
参
加
し

て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
■
来
年
は

「
ふ
る
さ
と
い
ー
と
こ
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ

ト
」
が
新
地
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
伊
達
市

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
持
て
な
し
を
来
年
は

新
地
町
で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
礼
）

町観光協会（後藤顯一会長）が県の地域づくりサポート事業の補助を受けて開催した「ヒマワリま
つり」。８月16日から18日まで町内外から約３千人の方が訪れ、約1.3haの畑に植えられた６万本あま
りのヒマワリを楽しみました。
今年は一部のヒマワリを刈り取り、約８００メートルの巨大迷路を造り、友達同士や家族連れなど

が挑戦しました。また、期間中は特産品の販売や産地直送野菜の販売、写
真コンテストなど多彩なイベントで盛り上がりました。

（住民基本台帳調べ）


